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第一章   序論 

1-1 本研究の背景 

 食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律（以下食品リサイクル法とする）は 2001

年 5 月 1 日に施行され，2007 年度の見直しにより，同年 12 月 1 日に改正された．食品リ

サイクル法では，食品循環資源の委託による再生利用を促進するための登録再生利用事業

者制度と，計画的な再生利用を促進するための再生利用事業計画認定制度が設けられてい

る 1)が，改正後の食品リサイクル法では，食品リサイクル・ループの完結に重点が置かれ，

再生利用事業計画認定制度について見直された．しかし，再生利用事業計画認定制度に認

定されている事業者はまだ少なく，2009 年 10 月 6 日現在 15 社である．一方で登録再生利

用事業者制度には 2009 年 9 月 15 日現在 157 社が登録され，全国規模での広がりを見せて

おり，地域性等も含め幅広い調査が可能であることから，本研究では登録再生利用事業者

制度に着目することとする． 

 首都圏の登録再生利用事業者が発起人となり，登録再生利用事業者が個々には解決でき

ない経営課題を共有しながら組織的に対応していこうという動きが起こり始めた 2)が，「行

政の焼却施設との競合になるため，思うような処理料金がもらえない」「市町村の行政担当

者が理解不足」「現在の経済状況下では理解してもらえない」等，様々な問題を抱えている．

また食品リサイクル法改正後の明確な資料は少ないのが現状である．よって，現在の登録

再生利用事業者の事業実施状況を明らかにする必要がある． 

 

1-2 本研究の目的 

 本研究の目的は，以下の 2 点である． 

目的 1 登録再生利用事業者制度における再生利用事業者の事業実施状況を把握するこ

と． 

目的 2 目的 1 で把握した事業実施状況から，成功事例の特徴を明らかにすること．  

 

1-3 本研究の意義 

 登録再生利用事業者制度に登録されている再生利用事業者の事業実施状況を特徴ごとに

把握し，それぞれの問題点を明らかにすることで，再生利用事業者が自らの事業と照らし

合わせ，事業を見直す機会となることである．さらにこれから登録再生利用事業者制度へ

の登録を考えている事業者にとって，また現在事業を行っている再生利用事業者の事業見

直し・拡大の際の参考資料となることである． 

 

1-4 本研究の方法 

 研究方法は以下の 4 段階で行う． 

(1) 農林水産省 HP から得た「登録再生利用事業者一覧表」3)を基に，インターネットか

ら得られる各事業者の情報と，月刊廃棄物のアンケート調査結果 4) 5)から得られる
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基礎情報をまとめる． 

(2) (1)で得ることのできなかった情報や，現在の再生利用事業実施状況をヒアリング調

査の後，アンケート調査票送付による調査を行う． 

(3) (2)の結果から事業実施状況の詳細について特徴を把握する． 

(4) (1)～(3)で得た情報から成功事例を抽出し，成功事例の要因を明らかにする．  

 

1-5 本研究の構成 

 第一章は，本研究における背景・目的・意義・方法．構成・用語の序論． 

 第二章では，登録再生利用事業者制度の概要とこれまでの食品リサイクルの取組みにつ

いて詳述する． 

 第三章では，アンケート票作成段階で登録再生利用事業者制度に登録されている再生利

用実施事業者へのヒアリングを行い，その結果について詳述する．  

 第四章では，登録再生利用事業者の事業実施状況についてアンケート調査によって明ら

かになった現状等について詳述する．  

 第五章では，第四章で明らかになった現状から事業者の特徴ごとに再生利用事業成功事

例について詳述する． 

 第六章では，目的に対するまとめと本研究の課題を示し，結論とする． 

 

 1-6  本研究の用語 

＊ 食品廃棄物：食品の食べ残しや売れ残り，または食品製造・加工過程で発生する残

渣や調理くず 6) 

＊ 食品循環資源：食品廃棄物のうち，飼料や肥料その他の原材料として有用なもの 6) 

＊ 食品廃棄物排出事業者：食品の製造・加工，卸売・小売，飲食店等の食品を提供す

る際に，食品廃棄物の排出を伴う事業者 

＊ 再生利用：食品廃棄物を肥料，飼料または油脂・油脂製品，メタンのいずれかの製

品の原材料として利用すること 7) 

＊ 登録再生利用事業者：食品リサイクル法「登録再生利用事業者制度」に登録されて

いる事業者 
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